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船舶事故調査報告書 

 

 平成２４年１月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

委   員  庄 司 邦 昭 

委   員  石 川 敏 行 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２３年６月２６日 ０２時００分ごろ 

発生場所 静岡県磐田市福田
ふくで

漁港西防波堤南端付近 

（概位 北緯３４°３９.６′ 東経１３７°５４.４′） 

事故調査の経過 平成２３年７月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数

船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第八東海
とうかい

丸、４０トン 

１４００３６、有限会社第八東海丸 

２１.３０ｍ（Lr）×４.９０ｍ×２.１９ｍ、軽合金 

ディーゼル機関、６７０kＷ、平成１６年７月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ２６歳 

五級海技士（航海） 

免 許 年 月 日 平成１７年３月４日 

免 状 交 付 年 月 日 平成２２年４月８日 

免状有効期間満了日 平成２７年４月７日 

 死傷者等 なし 

 損傷 右舷船首外板の破口及び凹損、両舷船底外板及び右舷ビルジキールの凹

損、プロペラ軸及びプロペラ羽根の曲損 

 事故の経過 

 

本船は、船長ほか６人が乗り組み、沖合底引き網漁の目的で福田漁港の

岸壁を離れ、東方に開口された港口の西防波堤南端付近を速力約６～７ノ

ットで東南東進中、右舷前方から来た高い波により大きく横揺れしたの

で、船長が、これ以上の横揺れを防止するため、慌てて舵を右に切ったと

ころ、平成２３年６月２６日０２時００分ごろ西防波堤南端付近の波消し

ブロックに乗り揚げた。 

本船は、波に揉まれて自然に離礁し、福田漁港沖を航行していたが、ク

ラッチの潤滑油の温度上昇のために航行不能と判断し、僚船に救助を要請

した後、僚船にえい
・ ・

航され、１２時００分ごろ愛知県蒲郡市知柄
ちがら

漁港に入

港した。 

 気象・海象 気象：天気 霧、風向 南東、風速 約３m/s、視程 約１００ｍ 

海象：波向 南南東、波高 約３～４ｍ、潮汐 下げ潮の初期 

 その他の事項 本船は、遠州灘で年間約５０回操業しており、その間、夜間の休息のた

めに年間約１００回福田漁港に入港していた。 

船長は、年間約５０回の操業のうち約１０回船長として乗船し、その他

は航海士として乗船していた。 
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分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

本船は、福田漁港港口付近を東南東進中、右舷

前方からの波により船体が横揺れした際、船長が

横揺れを防止する目的で舵を右に切り、南南東か

らの波を受けたことから、港口の西防波堤南端付

近の波消しブロックに乗り揚げたものと考えられ

る。 

原因 本事故は、夜間、本船が、福田漁港港口付近を東南東進中、右舷前方か

らの波により船体が横揺れした際、船長が横揺れを防止する目的で舵を右

に切り、南南東からの波を受けたため、港口の西防波堤南端付近の波消し

ブロックに乗り揚げたことにより発生したものと考えられる。 

 




